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加藤：張説 ｢開元十三年封泰山祀天楽章｣ 訳註稿（下）
　
本稿は「張説『開元十三年封泰山祀天楽章』訳註稿（上） 」 （ 「山形
県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告」第
41号、二〇一四年
三月）の続編（完結）である。凡例は前稿を参照されたい。また予告した解題については、紙幅の都合上別稿を用意する。（二）迎
①
送皇帝用太和
 
孝敬中發
　和容外彰
　
孝こう
敬けい
　中うち
に発
はつ
し、和
わ
容よう
　外そと
に彰
あらわ
る。
騰華照
　如昇
②
太陽
　
騰とう
華か
　
う
を照
て
らし、昇
のぼ
れる太
たい
陽よう
の如
ごと
し。
貞③
璧既
④
奠
　玄靈垂光
　
貞てい
璧へき
　既すで
に奠
すす
め、玄
げん
霊れい
　光ひかり
を垂
た
る。
禮樂具舉
　濟濟洋洋
　
礼れい
楽がく
　具つぶさ
に挙
あ
げ、済
せい
済せい
洋よう
洋よう
たり。
【校記】①標題─ 『楽』作「太和」 、 『楽』目録作「太和
 迎送皇帝
」 、 『郊』作「皇
帝行奏太和黄鍾宮」
②昇─ 『郊』ア作「升」③貞─ 『文』作「眞」④既─底本 旧 『楽』 『文』作「就」【註釈】○
孝敬
─仁者たる皇帝の、親に孝行するがごとくに天を敬拝する心。
『礼記』哀公問「仁人之事親也如事天、事天如事親（仁人の親に
事つか
う
るや天に事うるが如く、天に事うるは親に事うるが如し） 」の鄭玄註に「事親事天、
孝敬
44
同也（親に事え天に事うるに、孝・敬
 同じきな
り） 」 。北斉・無名氏「明堂楽歌・高明楽
 皇帝
祼
献
」
（ 『楽』巻三）
に「既
受多祉、實資孝敬
44
（既に多祉を受くるは、実
まこと
に孝敬に資
よ
る） 」 。唐・玄
宗「冬至取次日朝賀勅」
（ 『冊府元亀』巻三三・天宝三年）
に「王者父事天
母事地、所以昭
孝敬
44
之道、通神祗之德（王者
 天に父事し地に母事す
るは、孝敬の道を昭
あき
らかにし 神祗の徳に通ずる所
ゆえん
以なり） 」 。
○
和容
─ 『周礼』地官司徒・郷大夫に見える「和容」の解釈には、漢
唐の注疏においてすでに紛紛た 議論があるが、ここでは『礼記』祭義の以下の記述もふまえ、嬉しげに柔和な顔つき・態度、といった意であろう。 「
孝子
44
之有深愛者、必有
和氣
44
。有
和氣
44
者、必有
愉色
44
。有
愉
4
色
4
者、必有婉容
44
（孝子の深愛有る者は、必ず和気有り。和気有る者は、
必ず愉色有り。愉色有る者は、必ず婉容有り） 」 、その鄭註に 和氣、謂立而
詘（和気は、立ちて
詘よろこ
ぶを
謂い
う） 」 。唐・賀知章「禅社首楽章・
福和
 飲福
」
（ 『楽』巻七・開元一三年封禅時作）
に「樂以平志、禮以和容
44
（楽
は平志を以てし、礼は和容を以てす） 」 。○騰華─たちのぼる光彩。ここでは神霊の放つ光明。梁・江淹「建平王慶少帝登
阼
章」
（ 『江文通集』巻二）
に「絢聲金圖、
騰華
44
玉曆（声を金
加
　
藤
　　　
聰
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図に絢
かがや
かせ、
華ひかり
を玉暦に騰
あ
ぐ） 」 。唐・許敬宗「奉和喜雪應制」
（ 『全唐詩』
巻三五・貞観一一年作）
に「騰華
44
承玉宇、凝照混金娥（騰華
 玉宇を承け、
凝照
 金娥に混じる） 」 、ただしこれは舞いあがる雪の比喩。
○
─ 「宇」に同じ。四海天下。北斉・無名氏「明堂楽歌・高明楽
 迎神
」
（ 『楽』巻三）
に「攜日月、帶雷雨。耀
宇内
44
、溢區中（日月を携え、雷
雨を帯ぶ。宇内を耀
かがや
かせ、区中に溢る） 」 。
○
如昇太陽
─神霊の光り輝くさまの形容。唐・源光裕「祭汾陰樂章・
順和
 送神
」
（ 『楽』巻七・開元一一年作）
に「永永福流、其昇如日
444
（永永と
して福
 流れ、其の昇ること日の如し） 」 。
○貞璧既奠─ 「貞璧」 は、
貞かた
い美玉で作られた璧 （円形有孔の玉器） 。 「貞」
は天への忠誠のかたさ 象徴し 「璧」はその徳を称える意味をもつ。『礼記』礼器に「束帛加
璧
4
、尊德也（束帛に璧を加うるは、徳を尊ぶ
なり） 」 。 「 」 は、 『郊』 により校訂する。 「奠」 は、 献上する・供える。 『楚辞』九歌「東皇太一」に 奠
4
桂酒兮椒漿（桂酒と椒漿とを奠
すす
む） 」 、その王
逸註に「進桂酒椒漿（桂酒
･
椒漿を進む） 」 。晋・傅玄「宗廟歌・饗神
歌」其一
（ 『楽』巻八）
に「犧樽
既
4
奠
4
、清酤既載（犧樽
 既に奠め、清酤
 
既に
載もう
く） 」 。唐・無名氏「祀昊天楽章・肅和
 登歌
」
（ 『楽』巻五・景龍三
年作）
に「珪璧
4
是奠
4
、醞酎斯盈（珪璧
 是ここ
に奠め、醞酎
 斯ここ
に盈
み
てり） 」 。
○
玄靈
─神霊。後漢・班固「封燕然山銘」序
（ 『文選』巻五六）
に「攄
高文之宿憤、光祖宗之玄靈
44
（高
･
文の宿憤を攄
の
べ、祖宗の玄霊を光
かがや
か
す） 」 、その呂向註に「 、神也」 。張説「大唐封禅壇頌」
（ 『文苑英華』
巻七七三）
に「玄靈
44
啓迪、黃祇顧懷（玄霊
 啓迪し、黃祇
 顧懐す） 」 。こ
の用例では「黃祇」 （地神）との対から「玄靈 は天神を指す。ここにおいてもそうであろう。
○
垂光
─天から光が射す。唐・無名氏「太清宮楽章・香終上」
（ 『楽』
巻一一・天宝二年以降作）
に「備禮周樂、
垂光
44
儲慶（礼を
備そな
え楽を
周な
ら
しめば、光を儲慶に垂る 」 。○禮樂具舉─ 「禮樂」 は、 祭祀に用い神と通じるべき儀礼と音楽。 『礼記』楽記に「若夫禮樂
44
之施於金石、 越於聲音、 用於宗廟社稷、 事乎山川鬼神、
則此所與民同也（若
も
し夫
そ
れ礼楽の金石に施し、声音に越
あ
げ、宗廟社稷
に用い、山川鬼神に事
つか
うるは、則
すなわ
ち此れ民と同じくする所なり） 」 、ま
た 「禮樂
44
天地之情、 達神明之德、 降興上下之神……。是故大人舉禮樂、
則天地將為昭焉（礼楽は天地の情に
よ
り、神明の徳に達し、上下の神
を
降くだ
し
興おこ
す……。
是こ
の故に大人
 礼楽を挙ぐれば、則ち天地
 将まさ
に
為ため
に
昭あき
らかならんとす） 」 。 「舉」は、音楽が演奏される。 『毛詩』周頌「有
瞽」 に 「旣備乃奏、 簫管備舉
44
（既に備わりて乃ち奏し、 簫管
 備つぶさ
に挙ぐ） 」 、
その鄭箋 併而吹之 （併
あわ
せて之を吹く） 」 。 また本句全体が依る表現は、
晋・傅玄「宗廟歌・饗神歌其二」
（ 『楽』巻八）
に「宗廟致敬、
禮樂具舉
4444
（宗
廟
 敬を致し、礼楽
 具つぶさ
に挙ぐ） 」 。
○濟濟洋洋─音楽がひろく盛大に響きわたるさま。北周・無名氏「朝饗楽歌・忠順
 公卿入
」
（ 『楽』巻一五）
に「衣冠
濟濟
44
、鐘磬
洋洋
44
（衣冠
 
済済たり、鐘磬
 洋洋たり） 」 。晋・成公綏「四廂楽歌・正旦大会行礼歌」
其一
（ 『楽』 巻一三）
に 「濟濟
44
鏘鏘、 金振玉聲 （済済
 鏘鏘たり、 金振
 玉声） 」 。
梁・無名氏「太廟楽舞辞・撤豆」
（ 『楽』巻一二）
に「笙鏞
洋洋
44
、庭燎煌
煌（笙鏞
 洋洋たり、庭燎
 煌煌たり） 」 。
【訳】内より出でたる孝敬は、外に現
あらわ
る和
なご
めるかんばせ。
放つきらめき四海を照らし 昇る朝日に見まがう光。
－ 23 －
加藤：張説 ｢開元十三年封泰山祀天楽章｣ 訳註稿（下）
堅き璧玉ささげれば、天のみかどはかがやき垂れる。神への調べがそろって挙がり、天へと高く響きゆく。（三）登
①
歌奠玉帛用肅和
 羽調
 
尊②
祖配天
　承天享帝
　
祖そ
を尊
たつと
びて天
てん
に配
はい
し、天
てん
に承
う
けて帝
てい
に享
きよう
す。
百靈咸秩
　四海來祭
　
百ひやく
霊れい
咸み
な秩
ちつ
し、四
し
海かい
　来き
たりて祭
まつ
る。
植我蒼璧
　布我玄製
　
我わ
が蒼
そう
璧へき
を植
お
き、我
わ
が玄
げん
製せい
を布
し
く。
華日徘徊
　神煙
③
容裔
　
華か
日じつ
　徘はい
徊かい
し、神
しん
煙えん
容よう
裔えい
たり。
【校記】①
 標題─ 『楽』作「肅和」 、 『楽』目録作「肅和
 登歌奠玉帛
」 、 『郊』作「奠
玉幣登歌奏肅和林鍾羽」
②
 尊─底本『旧』 『楽』 『文』作「奠」
③
 煙─底本『旧』 『郊』イ 靈」
【註釈】○
尊祖配天
─祖霊を天帝に配享（添えて祀る）する。 「
尊
」は『郊』
により校訂する。 『毛詩』大雅「生民」小序に「生民、
尊祖
44
也。后稷
生於姜
嫄、文武之功起於后稷。故推以
配天
44
焉（生民は祖を尊ぶなり。
后稷は姜嫄より生まれ、文
･
武の功は后稷に起こる。故に推して以て
天に配せり） 」 、その孔疏に「祭天而以祖配祭者、天無形象、推人道以事之、當得人爲之主。禮記
（１）
稱萬物本於天、人本於祖。俱爲其本、可以
相配。是故王者皆以祖配天。是同祖於天、故爲尊也（天を祭るに祖を以て配祭するは、天
 形象無ければ、人道を推して以て之に
事つか
え、
当まさ
に人の主たるを
得う
べし。 『礼記』に称すらく「万物
 天に
本もと
づき、人
 
祖に本づく」と。俱
とも
に其の本を為
な
せば、以て相い配すべし。是の故に
王者
 皆な祖を以て天に配す。是れ祖を天に同じくす、故に尊と為す
なり） 」 。張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣ （ 『文苑英華』巻七七三）
に
｢ 廣九廟以尊祖
44
、
定六律以和神（九廟を広めて以て祖を尊び、六律を定めて以て神を和
なご
ましむ）
｣ 。唐・李
紓（２）
「徳明興聖廟楽章・登歌奠幣」
（ 『楽』巻一一・天宝
二年作）
に「尊祖
44
奉宗、 嚴禋大帝（祖を尊び宗に奉り、 大帝に厳禋す） 」 。
また、梁・無名氏「太廟舞楽辞・皇帝行」
（ 『楽』巻一二）
に「祖宗隆之、
子孫履之。配天
44
明祀、永永孝思（祖宗
 之を隆
さか
んにし、子孫
 之を履
ふ
む。
天に配して明祀し、永永と孝思す） 」 。なお、開元一三年封禅の儀にあたっては、唐皇室の祖として高祖 堯皇帝（李淵）が配享された
（ 『旧
唐書』巻二三・礼儀志三）
。唐・玄宗
｢ 紀太山銘
｣
序
（ 『旧唐書』巻二三・礼
儀志三）
に「類于上帝、
配我高祖
4444
（上帝を
類まつ
り、我が高祖を配す） 」 、
張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣
に
｢ 祀高祖
44
於上封、以配上帝
444
（高祖を上封に祀
り、以て上帝に配す）
｣ 。
○承天─地たる坤が、 気の本である天の道を柔順に受けいれる 『周易』坤・彖伝に「乃順承天
44
（乃
すなわ
ち順にして天に承
う
く） 」 、その孔疏に「坤是
陰柔、以和順承奉於天（坤は是
こ
れ陰柔にして、以て和順して天に承奉
す） 」 。ただし ここではより広く、地上の天子が天道・天命・天福を受けてそれに従うことをいうだろう。前漢 唐山夫人「安世房中歌・美芳」
（ 『漢書』巻二二・礼楽志二）
に「馮馮翼翼、承天之則
4444
（馮馮翼翼と
１
『礼記』郊特牲に見える。
２
『楽府詩集 は「李舒」に作る。いま『大唐郊祀録』巻九、 『唐会要』巻三三によって校訂する。
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して、天の
則のり
を承く） 」 。晋・陸機「答賈長淵」
（ 『文選』巻二四）
に「啓
土雖難、改物
承天
44
（土を
啓ひら
くは難きと雖も、物を改めて天に承く） 」 、
その李善註に『礼記明堂陰陽録』を引いて「王者承天統物也（王者
 
天に承けて物を統
す
ぶるなり） 」 、 劉良註に「承奉天命（天命を承奉す） 」 。
北斉・無名氏「享廟楽辞・登歌楽」
（ 『楽』巻九）
に「道昌基構、撫運
承天
44
（道
 昌さか
んにして基構し、運に撫
よ
りて天に承く） 」 。
○
享帝
─天帝を饗応して祀る。 『毛詩』商頌「烈祖」に「以假以
享
4
、
我受命溥將（以て
假いた
り以て享す、我
　命を受くれば
溥ひろ
く
将たす
く） 」 、その
鄭箋に「享、獻也」 。唐・無名氏「享隠太子廟 章・迎神」
（ 『楽』巻
一一）
に「
享靈
44
有秩、奉樂以迎（霊を享すること有秩たり、楽を奉じ
て以て迎う） 」 。また「享」は「饗」に通じる。 （一
－ 六）註釈「饗帝
饗親
 維孝維聖」を参照。
○
百靈
─もろもろの神霊。後漢・班固「東都賦」
（ 『文選』巻一）
に「於
是薦三犧、 效五牲。禮神祇、 懷百靈
44
（是
ここ
に於
おい
て三犧を薦め、 五牲を效
いた
す。
神祇を礼し、百霊を懐
なつ
く） 」 、その李善註に『毛詩』周頌「時邁」を引
いて「懷柔百神（ 神 柔す） 」 。北斉・無名氏「南郊（北郊）楽歌・皇夏楽
 皇帝升丘
」（ 『楽』巻三）
に「百靈
44
竦聽、 萬國咸仰（百霊
 竦つつし
みて聴き、
万国
 咸み
な仰ぐ） 」 。
○
咸秩
─すべてを順番どおりに秩序だてて祀る。 『尚書』洛誥に「王
肇稱殷禮、 祀于新邑、
咸秩
44
無文（王
 肇はじ
めて殷礼を称
あ
げ、 新邑に祀るに、
咸み
な文無きをも秩
ちつ
せ） 」 、その偽孔伝に「皆次秩不在禮文者而祀之（皆
な礼文に在らざる者も次秩して之を祀れ） 」 。梁・沈約「北郊登歌」其一
（ 『楽』巻三）
に「盛典弗
、群望咸秩
4444
（盛典
 あやま
たず、 群望
 咸な秩す） 」 。
張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣ （ 『文苑英華』巻七七三）
に
｢ 咸秩衆靈
4444
、 列座有次（咸
な衆霊を秩し、 列座
 次有り）
｣ 。なお、 祭壇上の神座は昊天上帝を第一、
配享される高祖神堯皇帝を第二とし、以下諸霊の格付・位置が定められていた
（ 『大唐開元礼』巻六三・吉礼・皇帝封祀於泰山・陳設）
。
○
四海來祭
─天下あちこちから祭祀に参加するものが集まる。 （一
－
三）の「相百辟、貢八荒」と同趣意。 『毛詩』商頌「玄鳥」に「
四海
44
來假
44
、來假祁祁（四海
 来たりて
假いた
り、来たりて假ること祁祁たり） 」 、
その毛伝に「天下既蒙王之政令、皆得其所、而來朝覲貢獻。其至也祁祁然衆多（天下
 既に王の政令を
蒙こうむ
り、皆な其の所を得、来たりて朝
覲し貢献す。其の至るや祁祁然として衆多なり） 」 。斉・無名氏 太廟楽歌・明徳凱容楽
 高宗明皇帝室
」（ 『楽』巻九）
に「四海來祭
4444
、 萬國咸寧（四
海
 来たりて祭り、万国
 咸み
な
寧やす
し） 」 。唐・玄宗
｢ 紀太山銘
｣
序
（ 『旧唐
書』巻二三・礼儀志三）
に「四海會同
4444
、五典敷暢（四海
 会同し、五典
 敷
き
暢の
ぶ） 」 。なお、ここまでの冒頭四句は周代の祭祀を述べる『漢書』
郊祀志の以下の記述と多く措辞が重なる。 「周公相成王……郊祀后稷以配天
44
、宗祀文王於明堂以配上帝。四海
44
之内各以其職來助祭
444
。天子祭
天下名山大川、懷柔
百神
44
、
咸秩
44
無文（周公
 成王に相たり……后稷を
郊祀して以て天に配し、文王を明堂に宗祀して以て上帝に す。四海の内
 各おの其の職を以て来たりて祭を助く。天子
 天下の名山
･
大川
を祭り、百神を懐柔し、咸
み
な文無きをも す） 」
（巻二五上・郊祀志上）
。
○
植我蒼璧
─我が蒼玉の璧を神座に置く。 「
我
」は、祭祀主宰者たる
皇帝。 『尚書』金縢に「爲壇於南方、北面、周公立焉。
植璧
44
秉珪、乃
告大王王季文王（壇を南方に
為つく
り、北面し、周公
 立つ。璧を
植お
き珪
を秉
と
り、 乃ち大王
･
王季
･
文王に告ぐ） 」 、 その偽孔伝に 「璧以禮神。植、
置也。置於三王之坐（璧は以て 礼す。植は、置なり。三王の坐に
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置く） 」 。 「蒼璧」は、天の祭祀に用いる玉器。 『周礼』春官宗伯・大宗伯に「以玉作六器、 以禮天地四方。以蒼璧
44
禮天（玉を以て六器を作り、
以て天地四方を礼す。蒼璧を以て天を礼す） 」 。なお、唐代封禅の儀においても 帝には蒼璧が献じられた。 『大唐開元礼』巻六三・吉礼・皇帝封祀於泰山・奠 帛の原註に「 神之玉、昊天上帝
4444
以蒼璧
44
（礼神
の玉は、昊天上帝
 蒼璧を以てす） 」 。唐・褚亮
 虞世南
 魏徴
等
「祀圓丘
楽章・肅和
 登歌奠玉帛
」
（ 『楽』巻四・貞観六年作）
に「
日
4
麗
蒼璧
44
、
煙
4
開紫
營（日
 蒼璧に麗しく、煙
 紫営に開く） 」 。張説「大唐封禅壇頌」
（ 『文
苑英華』巻七七三）
に「上帝儲恩、俟蒼璧
44
之禮久矣（上帝
 恩を儲
たくわ
え、蒼
璧の礼を俟
ま
つこと久し） 」 。また、開元一三年封禅の儀注を定めるにあ
たっては、この蒼璧を含む祭器を祭事に先だって焚燔するか否かの議論があり、結局、玄宗の判断を仰 で 奠の後に燔燎することとなった
（ 『旧唐書』巻二三・礼楽志三）
。本句はその議論を承けての表現である
可能性がある。○布我玄製─我が黒い祭衣 敷きひろげる。後年の作ではあるが、 唐・包佶「祀雨師雷神楽章・奠幣登歌奏肅和」
（ 『大唐郊祀録』巻七・貞元六年
作）
に「歲正朱明、禮布玄制
444
（（３）
歳は朱明に正
あ
たり、礼は玄制を布
し
く） 」 。
これが祭祀儀礼中のいかな 具体的挙措を表すかについては必ずしも詳らかでないが、 『楚辞』離騒に見える、主人公霊均が舜帝 （重華） へことばを告げる際の挙止を述べる以下の表現が参考にな う。 「跪
敷
4
衽
4
以陳辭兮（跪
ひざまず
きて衽を敷き以て辞を陳
の
ぶ） 」 、その王逸註に「敷、布
4
也。衽、衣前也」 。また、前註「蒼璧」にも引いた『大唐開元礼』巻六三・奠玉帛に、登歌の演奏にのせて行う儀礼を記して「太常卿引皇帝進、 北面跪
4
奠於昊天上帝神座、
俛伏
44
、 興（太常卿
 皇帝を引きて進め、
北面して跪きて昊天上帝の神座に奠
すす
め、 俛伏して、
興お
く） 」 。 「玄製」は、
黒い祭衣。後漢 張衡「東京賦
（ 『文選』巻三）
に、追儺の儀における
子供の服飾を述べて、 「侲子萬童、 丹首玄製
44
（侲子
 万童、 丹首
 玄製す） 」 、
その薛琮註に「玄製 皁衣也（玄製は、皁
くろ
き衣なり） 」 。なお、皇帝は
祭祀に際して黒い羊皮で作られた 大裘」 を着用した
（前掲 『大唐開元礼』
巻六三・奠玉帛）
。張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣
（ 『文苑英華』巻七七三）
に、この
時の所作を述べて「皇帝冕
裘
4
登壇、奠獻
俯僂
44
（皇帝
 冕裘して登壇し、
奠献して俯僂す） 」 。 「俯僂」は、腰をかがめて頭 下げる恭敬の所作。○
華日徘徊
─美しくきらめく太陽がたゆたう。 「
華日
」は、このまま
の熟語としては先例が見えない語。ここで 前作 （二） の 「騰華」 同様、天神 放つ光彩を喩える。斉・謝朓 直中書省」
（ 『文選』巻三〇）
に「風
動萬年枝、
日華
44
承露掌（風は動かす万年の枝、日は華
かがや
かす承露の掌） 」 、
その劉良註に「華謂日光照也（華は日光の照らす 謂
い
うなり） 」 。北斉・
無名氏「享廟楽歌・皇夏楽
 皇帝詣便殿
」
（ 『楽』巻九）
に「
光景徘徊
4444
、絃
歌顧慕。靈之相矣、有錫無疆（ 景
 徘徊し、絃歌
 顧慕す。霊の
相たす
く
るや、錫
たま
うこと有りて疆
かぎり
無し） 」 。
○
神煙
─雲霞につつまれた神霊。 「
煙
」は、底本の作る「靈」である
と第三句に重複するため、 『楽』 『郊』 ア 『文』により校訂する。 「
神煙
」
も用例を見ない語だが、神霊が光彩を ちながら煙霞とともに降臨するさまの描写は、以下のごとく郊廟歌辞に散見する。斉・無名氏「明堂楽歌・照夏楽
 迎神
」
（ 『楽』巻二）
に「駕
六氣
44
、乘
煙
4
熅
4
。
燁
4
帝京、
耀
4
３
『楽府詩集』巻六は
｢ 元制
｣
に作る。
｢ 玄
｣
は、李隆基の廟号。また、 『楽
府詩集』編纂時においては、宋始祖の諱。
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天邑。聖祖降、五雲
44
集（六気に駕し、煙熅に乗る。帝京を燁
かがや
かし、天
邑を耀かす。聖祖
 降くだ
り、五雲
 集まる） 」 。北斉・無名氏「南郊（北郊）
楽歌・高明楽
 迎神登歌
」（ 『楽』巻三）
に「風湊伊雅、
光華
44
襲薦。宸衛騰景
4
、
靈駕霏
煙
4
（風は
伊か
の雅に
湊あつ
まり、光は襲薦を
華かがや
かす。宸衛
 景ひかり
に
騰の
り、
霊駕
 煙に
霏たなび
く） 」 。また、前掲「植我蒼璧」語釈に引く唐・褚亮
 虞世
南
 魏徴
等
「祀圓丘楽章・肅和」も参照。
○
容裔
─ゆらゆらゆったりと進むさま。双声語。魏・曹植「洛神賦」
（ 『文選』巻一九）
に、 洛神が天上に帰るさまを描写して、 「六龍儼其齊首、
載雲車之
容裔
44
（六龍
 儼として其れ
首こうべ
を
斉ひと
しくし、雲車の容裔たるに
載る） 」 、その劉良註に「容裔、行貌」 。また、宋・謝荘「七夕夜詠牛女応制」
（ 『藝文類聚』 巻四）
に牽牛織女の天上の逢瀬を描き、 「容裔
44
泛星道、
逶迤濟煙潯（容裔として星道に泛
うか
び、逶迤として煙潯を済
わた
る） 」 。
【訳】祖霊をあがめて天帝に添え、命
めい
を賜りみかどを祀
まつ
る。
あまたの神をみな並べ、四海天下が祀
まつ
りに来たる。
我が蒼璧を神座に供え、衣
ころも
を敷いてひざまずく。
まばゆい輝きゆらゆらと、神の霞
かすみ
はゆったりと。
（四）迎
①
俎入用雍和
俎②
豆有馝
③
　潔④
粢豐盛
　
俎そ
豆とう
 馝へつ
たる有
あ
り、潔
けつ
粢し
　豊ほう
盛せい
す。
亦有和羹
　既戒既平
　
亦ま
た和
わ
羹こう
有あ
り、既
すで
に戒
つつし
み既
すで
に平
たい
らかなり。
鼓鍾
⑤
管磬
⑥
　肅雍
⑦
和鳴
⑧
　
鼓こ
鍾しよう
管かん
磬けい
、肅
しゆく
雍よう
　和わ
鳴めい
す。
皇皇后祖
　賚⑨
我思成
　
皇こう
皇こう
たる后
こう
祖そ
、我
われ
に賚
たま
いて思
おも
い成
な
る。
【校記】①標題─ 『楽』作「雍和」 、 『楽』目録作「雍和
 迎俎
」 、 『郊』ア作「迎
俎入奏雍和南呂羽」 、 『郊』イ作「迎俎堂下奏南呂羽」
②俎豆有馝─ 『郊』イは「亦有和羹」句の後におく③馝─ 『楽』作「馥」④潔粢豐盛─底本 粢盛潔豐」 、 『楽』作「粢盛絜豐」 、 『郊』イ作「粢
盛豐潔」 、 『文』作「絜粢豐盛
⑤鍾─ 『旧』 『楽』 『郊』作「鐘」⑥磬─底本 作「聲」⑦雍─底本『旧』 『楽』 文 唱⑧鳴─ 『文』作「明」⑨賚─ 『楽』 『郊』ア『文』作「來」【註釈】○俎豆─祭礼の犠牲を載せて供える、つくえ（俎）とたかつき（豆） 。『周礼』夏官司馬・司士に「凡祭祀……帥其屬而割牲、羞
俎豆
44
（
凡およ
そ
祭祀には……其の属を帥
ひき
いて牲を割
さ
き、 俎豆に羞
すす
む） 」 。北周・庾信「祀
圓丘歌・昭夏
 俎入
」
（ 『楽』巻四）
に「牲牢脩牧、繭栗毛純。
俎豆
44
斯立、
陶匏以陳（牲牢
 脩牧せられ、繭栗として毛
 純なり。俎豆
 斯ここ
に立て、
陶匏
 以て陳
つら
ぬ） 」 。唐・魏徴
等
「五郊楽章・黒帝羽音・雍和
 迎俎
」
（ 『楽』
巻六）
に「載潔牲牷、爰登俎豆
44
（載
ここ
に牲牷を潔
きよ
め、
爰ここ
に俎豆に登
のぼ
す） 」 。
なおこの一首は、張説作「享太廟楽章・雍和其二
 迎俎
」
（ 『楽』巻一〇・
開元七年作）
とほぼ歌辞を同じくする。
○有馝─香りたかい。 『玉篇』 香部に 「馝
4
、 蒲結切。大香也。或作飶」 。 『毛
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詩』周頌「載芟」に「爲酒爲醴、烝畀祖妣、以洽百禮。有
4
飶
4
其香、邦
家之光（酒を為
つく
り醴を為り、祖妣に烝
すす
め畀
あた
え、以て百礼を洽
あ
わす。飶
たる其の香有り、邦家の光） 」 、その毛伝に「
飶、芬香也」 。唐・鄭善
玉「儀坤廟楽章・雍和
 迎俎
」
（ 『楽』巻一一）
に「籩豆靜嘉、 簠簋芬飶
4
（籩
豆
 静嘉たり、簠簋
 芬飶たり） 」 。
○潔粢豐盛─清らかな穀物がいっぱい 盛られて献じられる。底本は失韻のため、 『旧』 『郊』 アにより校訂する。 『春秋左氏伝』 桓公六年に 「奉盛以告曰、
絜
4
（４）　
粢豐盛
444
。謂其三時不害、而民和年豐也。 （盛を
奉たてまつ
りて
以て告げて曰く「絜粢
 豊盛なり」と。其の三時
 害あらずして、民
 和
して年
みのり
 豊かなるを謂
い
うなり） 」 、 その孔疏に 「奉盛以告神曰絜粢豐盛者、
非謂所祭之食絜淨豐多而已。乃言民之糧食盡豐多也（ 「盛を奉りて以て神に告げて曰く『絜粢
 豊盛なり』と」とは、祭る所の食
 絜淨にし
て豊多なるを謂うのみに非ず。乃ち民の糧食
 尽く豊多なるを言うな
り） 」 。前漢・無名氏「郊祀歌一九章・練時日」
（ 『楽』巻一）
に「牲繭栗、
粢盛香
444
（牲は繭栗たり、粢は盛られて香る） 」 。宋・謝荘「明堂歌・迎
神歌」
（ 『楽』巻二）
に「懋粢盛
44
、 潔牲牷
（懋
よ
き粢盛、
潔いさぎよ
き牲牷） 」 。また、 唐・
無名氏「禅社首楽章・雍和
 迎俎
」
（ 『楽』巻七・開元一三年封禅時作）
に「粢
4
盛
4
以潔
4
、房俎斯薦 粢盛
 以て潔く、房俎
 斯ここ
に薦む） 」 。
○
亦有和羹
 既
戒
既
平
─味のととのったスープがおごそかに整列する。
「
和羹
」は、おだやかで従順な臣下をも喩える。二句はそのまま『毛
詩』商頌「烈祖」に見える。その鄭箋に「羹者、五味調腥熟得節 食之於人性安和。喩諸侯有和順之德也。我既祼獻神靈來至、亦復由有和
順之諸侯來助祭也。其在廟中既恭肅敬戒矣、既齊立平列矣（羹なる者は、五味
 調ととの
い腥
 熟して節を得
え
、之を人に食らわせば性
 安和たり。諸
侯の和順の徳有るを喩うるなり。我
 既に祼献して神霊
 来たりて至り、
亦ま
た
復ま
た
由よ
りて和順の諸侯
 来たりて祭を助くる有り。其の廟中に在
りては既に恭肅
 敬戒し、既に斉立
 平列せり） 」 、孔疏はさらに敷衍し
て「其祭之時、非直羣臣而已、亦有和羹也 羹者五味調和、以喩諸侯有和順之德。此和順諸侯來在廟中 既肅敬而戒至矣、既齊立於列位矣（其の祭るの時、
直た
だに群臣のみに非ずして、亦た和羹有るなり。羹
なる者は五味
 調和し、以て諸侯の和順の徳有るを喩う。
此こ
の和順な
る諸侯
 来たりて廟中に在れば、既に肅敬として戒至し、既に列位に
斉立す） 」 。晋・傅玄「宗廟歌・饗神歌其一」
（ 『楽』巻八）
に「亦有和羹
4444
、
薦羞斯備（亦た和羹 り、薦羞
 斯ここ
に備
そな
わる） 」 。
○鼓鍾管磬─太鼓・鍾（金属製打楽器） ・管（笛の類） ・磬（石製打楽器） 。いずれも祭礼音楽を奏でる楽器 「
磬
」は、 『楽』 『郊』 『文』に
より校訂する。 『礼記』礼運に「陳其犧牲、備其鼎俎、列其琴瑟
管磬
44
鍾鼓
44
、脩其祝嘏、以降上神與其先祖。以正君臣、以篤父子、以睦兄弟、
以齊上下、 夫婦有所 是謂承天之祜 其の犧牲を陳
つら
ね、 其の鼎俎を備え、
其の琴
･
瑟
･
管
･
磬
･
鍾
･
鼓を列
つら
ね、其の祝嘏を修
おさ
め、以て上神と其
の先祖とを降
くだ
す。以て君臣を正し、以て父子を篤
あつ
くし、以て兄弟を睦
むつ
まじくし、 て上下を
斉ととの
え、夫婦
 所有り。是れ天の
祜さいわい
を
承う
くるを
謂い
う） 」 。晋・傅玄「四廂楽歌・食挙東西廂歌」其九
（ 『楽』巻一三）
に「喤
喤鼓鍾
44
、鎗鎗磬管
44
（喤喤たる鼓鍾、鎗鎗たる磬管） 」 。張説
｢ 大唐封禅
壇頌
｣ （ 『文苑英華』 巻七七三）
に
｢ 崇牙樹羽、
管磬鏞鼓
4444
、 宮懸於重壝之内 （崇
牙
 羽を
樹た
て、管
･
磬
･
鏞
･
鼓、
宮かこ
みて重
壝
の内に
懸か
く） 」 。この
｢ 鏞
｣
４
『後漢書』 列女伝註所引の同文は 「潔」 に作る （阮元 『十三経注疏校勘記』 ） 。
－ 28 －
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は、大鐘。○
肅雍和鳴
─ 「
雍
」は『郊』により校訂する。おごそかに調和した音
楽が鳴りわたる。 『礼記』楽記に「詩云
（５）
、肅雍和鳴
4444
、先祖是聽。夫肅、
肅敬也。雍、雍和也（ 詩』に云わく 肅雍として和鳴し、先祖
 是こ
れ
聴けり」と
夫そ
れ肅は肅敬なり。雍は雍和なり） 」 、その孔疏に「肅、
敬也。雍、和也。言樂音敬和而鳴、先祖之神聽而從之（肅は敬なり。雍は和なり。言うこころは、楽音
 敬和して鳴り、先祖の神
 聴きて之
に従う） 」 。唐・員半千「儀坤廟楽章・雍和
 撤俎
」
（ 『楽』巻一一）
に「禮
終樂闋、肅雍
44
鏘鏘（礼
 終わり楽
 闋や
む、肅雍
 鏘鏘たり） 」 。
○皇皇后祖─ 「皇皇」は、 美しくさかんなさま。 「后祖」は、 「后帝」 （天帝）と「 祖」 （皇室の始祖 ここで 配享される高祖） 。 『毛詩』魯頌「閟宮」に「皇皇后帝
4444
、
皇祖
44
后稷（皇皇たり后帝、皇祖たる后稷） 」 、
その鄭箋に「 帝 謂天 成王以周公功大 命魯郊祭天、亦配之以君祖后稷（ 「皇皇たり 」とは、天を謂うなり。成王
 周公の功
 
大なるを以て、魯に命じて天を郊祭し、亦た之に配するに君祖
 后稷
を以てせしむ） 」 、 また、 その孔疏に『爾雅』釈詁を引いて「皇皇、 美也」 。晋・成公綏「四廂楽歌・正旦大会行礼歌」其一二
（ 『楽』巻一三）
に「皇
4
皇顯祖
444
、翼世佐時（皇皇たる顕祖、世を翼
たす
け時を佐
たす
く） 」 。宋・王韶之
「四廂楽歌・食挙歌」其二
（ 『楽』巻一四）
に「
皇皇聖后
4444
、降禮南面（皇
皇たる聖后、降礼すれば南面す） 」 。○
賚我思成
─願いどおりに神霊が降臨し福をもたらす。 『毛詩』商頌
「烈祖」の句を用いる。その毛伝に「賚、賜也」 、鄭箋に「賚、讀如往
來之來……神靈來至我致齊之所思、則用成（賚は、読むこと往来の来のごとし… 神霊
 来たりて至り、 我が致斉の思う所、 則ち用
もつ
て成る） 」 、
孔疏に「神明賜之我所思而得成。亦謂萬福來宜、天下和平也。 （神明
 
之を我が思う所に賜いて成るを得しむ。亦た万福
 宜しきに来たりて、
天下
 和平なるを謂
い
うなり） 」 。
【訳】いけにえ香るたかつきに、清
きよ
い穀物たっぷりと。
味よきスープも壇上に、みな厳
いか
めしく並べられ。
鍾かね
や太鼓に笛や磬、おごそかに調
ととの
い鳴りわたる。
ああ大いなる天帝
･
高祖、祈りにこたえて降りたまう。
（五）酌
①
獻用壽和
　黄②
鍾宮調
 
蒸③
蒸我后
　享獻惟夤
④
　
蒸しよう
蒸しよう
たり我
わ
が后
きみ
、享
きよう
献けん
　惟こ
れ夤
つつ
しむ。
躬酌鬱鬯
　跪奠明
⑤
神
　
躬みずか
ら鬱
うつ
鬯ちよう
を酌
く
み、跪
ひざまず
きて明
めい
神しん
に奠
すす
む。
孝莫孝乎配上帝嚴
⑥
親
　
孝こう
は上
じよう
帝てい
に配
はい
して親
おや
を厳
たっと
ぶより孝
こう
なるは莫
な
く、
敬莫敬乎教天下爲
⑦
臣
　
敬けい
は天
てん
下か
をして臣
しん
たらしむるより敬
けい
なるは莫
な
し。
【校記】①標題─ 『楽』作「壽和」 、 『楽』目録作「壽和
 酌獻
」 、 『郊』作「酌獻
奏壽和黄鐘宮」
②黄鍾宮調─ 『旧』原註作「黄鐘宮」 、 『文』無③蒸蒸─ 『楽』作「烝烝」④夤─ 『文』作「寅」⑤明─ 『文』作「羽」
５
『毛詩』周頌
｢ 有瞽
｣
の句。現行の『毛詩』では
｢ 雍
｣
を
｢ 雝
｣
に作る。
－ 29 －
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⑥嚴─底本『旧』 『郊』 イ 『文』作「於」 、 『楽』無⑦爲─ 『楽』無【註釈】○
蒸蒸
─ 「烝烝」に同じ。孝順であるさま。ここでは、直接的には配
享される高祖に対するそれであるが、当然天帝への孝敬をも含んでいう。後漢・張衡「東京賦」
（ 『文選』巻三）
に「
蒸蒸
44
之心、感物曾思（蒸
蒸の心、物に感じて思いを曾
ま
す） 」 、その薛琮註に「広雅曰、蒸蒸、孝
也……孝子感此新物、則 祭先祖也（ 広雅』曰く、蒸蒸は孝なり、と……孝子
 此の新物に感ずれば、則ち先祖を祭るを思うなり） 」 。晋・
傅玄「宗廟歌
･
祠廟饗神歌」其一
（ 『宋書』巻一〇・楽志二）
に「犧樽既奠、
清酤既載。亦有和羹、 薦羞斯備。蒸
4
蒸
4
（６）永慕、 感時興思（犧樽
 既に奠
すす
め、
清酤
 既に載
もう
く。 亦た和羹有り、 薦羞
 斯ここ
に備
そな
わる。 蒸蒸として永く慕い、
時に感じて思を興
おこ
す） 」 。 唐・薛稷 「儀坤廟楽章・昭升
 肅明皇后室酌献
」（ 『楽』
一一）
に「德馨惟饗、孝思烝烝
44
（徳馨
 惟た
だ饗す、孝思
 烝烝たり） 」 。
○
我后
─我が君。ここでは玄宗。 『尚書』君陳に「斯謀斯猷、惟
我后
44
之德（
斯こ
の謀
 斯の
猷みち
は、
惟こ
れ我が
后きみ
の徳なり） 」 、その偽孔伝に「此
善謀此善道、惟我君之德。善則稱君、人臣之義（此の善謀・此の善道は、 惟れ我が君の徳なり。 善なれば則ち君を称するは、 人臣の義なり） 」 。張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣ （ 『文苑英華』巻七七三）
に、 同じく玄宗を指して「我
4
后
4
以人瑞爲心、不以物瑞爲意（我が后
 人瑞を以て心と為し、物瑞を
以て意と為さず） 」 。また、唐・丘説「儀坤廟楽章・太和
 皇帝行
」
（ 『楽』
巻一一）
に「孝哉
我后
44
、沖乎迺聖（孝なるかな我が后、沖なるかな
迺すなわ
ち聖なり） 」 。○享獻惟夤─ 「享獻」 は、 ささげる。ここでは神
み
酒き
を供えること。北斉・
無名氏「南郊 （北郊） 楽歌・高明楽
 送神
･
降丘
･
南陛
」
（ 『楽』巻三）
に「獻
4
享
4
畢、懸佾周（献享
 畢お
わり、懸佾
 周な
る） 」 。 「夤」は、つつしむ。北斉・
無名氏「明堂楽歌・昭夏楽
 薦毛血
」
（ 『楽』巻三）
に「我將宗祀、夤獻
44
厥
誠（我
　宗祀を将
おこな
い、夤
つつし
みて厥
そ
の誠を献ず） 」 。
○
躬酌鬱鬯
─ 「
鬱鬯
」は、祭祀に供する香酒。杵で叩いた
鬱ウコン
金
を煎じ
た汁を黒キビで醸した酒に調合して作る。 『周礼』春官宗伯・鬱人に「鬱人掌
祼
器。凡祭祀賓客之
祼
事、和
鬱鬯
44
以實彝而陳之（鬱人
 祼
器を
掌つかさど
る。
凡およ
そ祭祀
･
賓客の
祼
事あらば、鬱鬯を和し以て彝に
実み
たして
之を陳
つら
ぬ） 」 、その鄭註に「築鬱金、煑之以和鬯酒（鬱金を築
つ
き、之を
煑に
て以て鬯酒に和す） 」 、賈公彦疏に「云和鬱鬯者、謂和鬯人所造秬黍
之鬯酒也（ 「 『鬱鬯を和す』と云うは、鬯人の造る所の秬黍の鬯酒に和するを謂
い
うなり） 」 。また『礼記』祭義に、聖人の祭祀を述べて「薦黍
稷……加以鬱鬯
44
、以報魄也。教民相愛上下用情、禮之至也（黍稷を薦
め……加うるに を以てするは、以て魄に報ゆるなり。民に
相あ
い
愛して上下
 情を用うるを教うれば、礼の至りなり） 」 。北斉・無名氏
「享廟楽章・登歌楽
 太祝祼地
」
（ 『楽』巻九）
に「鬱鬯
44
惟芬、珪璋惟潔（鬱
鬯
 惟こ
れ芬たり、珪璋
 惟れ潔
いさぎよ
し） 」 。唐・張斉賢「儀坤廟楽章・肅和
 酌
献登歌
」
（ 『楽』巻一一）
に「
祼
圭
既
濯、
鬱鬯
44
既
陳（
祼
圭
 既に
濯すす
ぎ、鬱鬯
 
既に陳
つら
ぬ） 」 。張説「享太廟楽章・肅和
 登歌酌瓚
」（ 『楽』巻一〇・開元七年作）
に「躬
4
祼
4
鬱鬯
44
、乃焚膋薌（躬
みずか
ら鬱鬯を祼 、乃
すなわ
ち膋薌を焚
や
く） 」 。
○
跪奠
─ひざまずいて爵 （酒器 をささげる。 『大唐開元礼』巻六三・
吉礼・皇帝封祀於泰山・進熟に、ここでおこなわれる儀礼の挙措・次
６
『楽府詩集』巻八は「烝烝」に作る。
－ 30 －
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第を記して、 「太常卿引皇帝詣昊天上帝酒樽所、執樽者舉羃、侍中贊酌汎齊訖、壽和之樂作。太常卿引皇帝進昊天上帝神坐前、北向跪奠爵
444
、
俛伏、興。太常卿引皇帝少退、北向立、樂止（太常卿
 皇帝を引きて
昊天上帝の酒樽の所に
詣いた
り、樽を執る者
 羃を挙げ、侍中
 汎斉を酌む
を
賛たす
けて
訖おわ
れば、寿和の楽
 作おこ
る。太常卿
 皇帝を引きて昊天上帝の神
坐の前に進み、北に向かいて跪
ひざまず
きて爵を奠
すす
め、俛伏して、興
お
く。太常
卿
 皇帝を引きて少しく退き、北に向かいて立てば、楽
 止や
む） 」 。
○明神─明らかなる神霊。ここでは天帝と高祖。 『毛詩』大雅「雲漢」に「昊天上帝、則不我虞。敬恭明神
44
、宜無悔怒（昊天なる上帝、則
すなわ
ち
我を虞
はか
らず。 明神を敬恭すれば、
宜よろ
しく悔怒すること無かるべし） 」 。 斉・
無名氏「太廟楽歌・引牲楽
 牲出入
」
（ 『楽』巻九）
に「崇席皇鑒、用饗明
44
神
4
（崇
さら
に皇鑑に席
よ
らんとし、用
もつ
て明神を饗す） 」 。唐・韓思復「祭汾陰
楽章・順和
 迎神
」
（ 『楽』巻七・開元一一年作）
に「大樂和暢、殷薦明神
444
（大
楽
 和暢し、殷
さか
んに明神に薦む） 」 。
○孝莫孝乎配上帝嚴親─親を敬い天に配享して祭ること そ最上の孝行である。 「
嚴
」は、 『郊』ア より校訂する。 『孝経』聖治に「人之
行、莫大於孝、孝莫大於嚴父
444444
、嚴父莫大於配天
4444444
（人の行いは、孝より
大なるは
な
く、孝は父を厳
たつと
ぶより大なるは莫く、父を厳ぶは天に配す
るより大なるは莫し） 」 、その玄宗御註に「孝行之大、莫過尊嚴其父也（孝行の大なるは、其の父を尊厳するに過ぐるは莫きなり） 」 。唐・玄宗「紀太山銘」序
（ 『旧唐書』巻二三・礼儀志三）
に「百辟僉謀、 唱余封禪。
謂孝莫大於嚴父
4444444
、謂禮莫盛于告天（百辟
 僉み
な謀り、余が封禅を
唱とな
う。
孝は父を厳ぶより大なるは莫きを謂
い
い、礼は天に告ぐるより盛んなる
こと莫きを謂
い
う） 」 。 「上帝」は、 天帝。 （一
－ 二）註釈「億上帝」を参照。
○敬莫敬乎教天下爲臣─敬忠の最たるものは、天下すべてを臣下として君主に仕えさせることである。 『孝経』広至徳に「
教
4
以
臣
4
、所以
敬
4
天下之爲人君者
4444444
也（教うるに臣を以てするは、天下の人君たる者を敬
う
所ゆえん
以
なり） 」 、その玄宗御註に「舉臣道以爲教、則天下之爲人臣者、
無不敬其君也（臣道を挙げて以て教えと為せば、則
すなわ
ち天下の人臣たる
者、 其の君を敬わざる無きなり） 」 。また、 対をなす上句と関連して 「孝」「敬」を並べ詠う郊廟歌辞には、斉・無名氏「南郊楽歌・嘉薦楽
 薦豆
呈毛血
」
（ 『楽』巻二）
に「以孝
4
以敬
4
、立我烝民（以て孝たり以て敬なり、
我が烝民を立つ） 」 。北斉・無名氏「南郊 （北郊） 楽歌・皇夏楽
 還便殿
」（ 『楽』
巻三）
に「天大
親嚴
44
、匪
敬
4
伊
孝
4
（天は大いにして親は
厳たつと
し、敬に
匪あら
ざ
れば伊
こ
れ孝なり） 」 。
【訳】孝なる我が君つつしみて、この盃
さかずき
をたてまつる。
天子自ら香酒を酌んで、神に献じてひざまずく。祖霊を天に添え祀
まつ
るは無上の孝、
天下を臣下に従えるは至高の敬。（六）皇
①
帝飲福用壽和
 
皇祖嚴配
　配②
享皇天
　
皇こう
祖そ
　厳げん
配ぱい
し、皇
こう
天てん
に配
はい
享きよう
す。
皇皇
③
降嘏
　天子萬年
　
皇こう
皇こう
として嘏
さいわい
を降
くだ
し、天
てん
子し
　万ばん
年ねん
なれ。
【校記】①標題─ 『楽』作「壽和」 、 『楽』目録作「壽和
 飮福
」 、 『郊』ア作「飮
福酒奏福和黄鐘宮」 、 『郊』イ作「飮福酒奏壽和黄鐘宮」 、 『文』作「皇
－ 31 －
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帝飮福酒用壽和」
②配─底本『文』缺。③皇─底本『文』缺。【註釈】○皇祖─皇室の始祖。 （四）註釈「皇皇后祖」を参照。後漢・張衡「南都賦」
（ 『文選』巻四）
に「
皇祖
44
歆而降福、彌萬祀而無衰（皇祖
 歆う
けて
福を降
くだ
し、 万祀に弥
わた
りて衰
おとろ
う無し） 」 、 その張銑註に 「皇祖、 高祖也」 。梁・
無名氏「郊祀楽章・慶熙楽
 酌献
」（ 『楽』巻七）
に「皇祖
44
以配
4
、 大孝以振（皇
祖
 以て配し、大孝
 以て振るう） 」 。
○嚴配─祖先 厳
うやま
い、 天に配享する。 （五）註釈「孝莫孝乎配上帝嚴親」
に引く 『孝経』 聖治を参照。梁・王巾 「頭陁寺碑 」
（ 『文選』 巻五九）
に 「祖
武宗文之德、昭升嚴配
44
（武を祖とし文を宗とするの徳は、昭
あき
らかに厳
配に
升のぼ
す） 」 。唐・無名氏「祀昊天楽章・雍和
 迎俎
」
（ 『楽』巻五・景龍三
年作）
に「郊壇展敬、
嚴配
44
因心（郊壇
 敬を展
の
べ、 厳配
 心に因
よ
る） 」 。唐・
源乾曜
 張説
等
「再請封禅表」
（ 『文苑英華』巻五五六・開元一二年作）
に「嚴
4
配祖宗
444
、大孝也（祖宗を厳配するは、大孝なり） 」 。
○配享─皇室の祖先を天神に添え祭る。 配」は、 『旧』 『楽』 『郊』により補訂する。晋・傅玄「天地郊明堂歌・降神歌」
（ 『楽』巻一）
に「郊
祀
配享
44
、禮樂孔章。神祇嘉饗、
祖考
44
是皇（郊祀
 配享し、礼楽
 孔はなは
だ
章あきら
かなり。神祇
 饗を
嘉たの
しみ、祖考
 是こ
れ皇たり） 」 。唐・無名氏「祀圓丘
楽章・寿和
 酌献配座
」
（ 『楽』巻五・開元一一年作）
に「郊天
配享
44
、德合無
疆（天を郊
まつ
りて配享し、徳は疆
かぎ
り無きに合す） 」 。ただし、この語の儒
教経典における原義は『尚書』呂刑に「惟克天德、自作元命、 享
44
在
下（惟
こ
れ天の徳を克
よ
くし、自
みずか
ら元命を作
な
し、配享して下に在り） 」 、そ
の孔疏に「享、訓當也。是此人能配當天命、在於天之下（享は、当に訓ずるなり。是れ此の人
 能よ
く天命に配当し、天の下に在るなり） 」と
あるように、天意を汲んでそれに添うこと。ここではすでに上句で始祖配享のことをいうから この意味を重ねて解釈することも可能であろう。○皇天─天、天帝。 「皇」はその美称。 『楚辞』九章「哀郢」に「皇天
44
之不純命兮（皇天 命を純にせず） 」 、 その王逸註に「德美大稱皇天（徳の美大なるを皇天と称す） 」 。 『毛詩』周頌「
雝
」に「燕及
皇天
44
、克昌
厥後 （燕
やす
んずること皇天に及び、
克よ
く厥
そ
の後
のち
を昌
さか
んにす） 」 。晋・傅玄 「宗
廟歌・文皇帝登歌」
（ 『楽』巻八）
に「創業垂統、 勳格皇天
44
（創業
　垂統し、
勳は皇天に格
いた
る） 」 。また（一
－ 四）註釈「承眷命」に引く『尚書』大
禹謨、 （一
－ 五）註釈「天道無親
 至誠與隣」に引く『尚書』蔡仲之命
を参照。○皇皇─ 「皇」一字を、 『旧』 『楽』 『郊』によ 補訂する。盛んなさま。（一
－ 三）註釈「鏘皇皇」 、また（四）註釈「皇皇后祖」を参照。
○
降嘏
─天が福祐をくだす。 『毛詩』魯頌「
閟
宮」に「天
錫
4
公純
嘏
4
、
眉壽保魯（天
 公に純なる
嘏さいわい
を
錫たま
い、眉寿にして魯を保たしむ） 」 、そ
の鄭箋に「受福曰嘏（福を受くるを嘏と曰
い
う） 」 、孔疏に「天乃與公大
大之福、使有秀眉之壽而保其魯國（天
 乃すなわ
ち公に大大の福を与え、秀
眉の寿有りて其の 国を保たしむ） 」 。ただし「嘏」は、その孔疏が後文で「禮特牲少牢、尸致 於主人、皆謂之嘏
4
。是受福曰嘏
4
（ 『 （儀） 礼』
特牲 （饋食礼）
･
少牢 （饋食礼） にては、
尸かたしろ
の主人に福を
致いた
せば、皆な之
を嘏と
謂い
う。是れ「福を受くるを嘏と曰う」なり） 」と指摘するよう
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に、 より具体的には尸
かたしろ
（神霊に代わって祭祀をうける者）が天に代わっ
て祭祀主宰者に祝福のことばを与えること（実際にはさらにそれを祝
はふり
が代弁する） 。晋・張華「四廂楽歌・食挙東西廂楽詩」其九
（ 『楽』巻
一三）
に「惟天降嘏
44
、 神祇保定（惟
こ
れ天
 嘏を降
くだ
し、 神祇
 保定す） 」 。北周・
庾信「宗廟歌・皇夏
 皇帝還便坐
」（ 『楽』巻九）
に「惟神降嘏
44
、 永言保之（惟
れ天
 嘏を降し、永く言
ここ
に之を保たしむ） 」 。
○
天子萬年
─天子の長寿を
言こと
祝ほ
ぐことば。 『毛詩』大雅「江漢」に「
虎拜稽首、
天子萬年
4444
（虎拝稽首して、天子
　万年なれ） 」 、その鄭箋に
「臣受恩無可以報謝者、稱言使君壽考而已（臣
 恩を受けて以て報謝す
べき者無くんば、称
たた
えて君をして寿考ならしむるを言うのみ） 」 。ただ
しここでは臣下の言ではなく、上句に見える、天から降された「嘏」の内容。北周・庾信「祀五帝歌・配帝舞
 白帝
」
（ 『楽』巻四）
に「介以
福祉、
君子萬年
4444
（
介たす
くるに福祉を以てし、君子
　万年なれ） 」 。唐・玄
宗（７）
「祀九宮貴神楽章・福和
 飲福
」
（ 『楽』巻六・天宝年間作）
に「錫茲
祝
4
嘏
4
、天子萬年
4444
（茲
ここ
に祝嘏を錫
たま
い、天子
　万年なれ） 」 。
【訳】尊たつと
び祀
まつ
る皇祖の御
み
霊たま
、天のみかどに添えたてまつる。
天はおおいに幸い降
くだ
し、天子 福寿を言
ことほ
祝ぎたまう。
（七）送
①
文舞出迎武舞入用舒和
 商調
 
六鍾
②
翕協六變成
　
六りく
鍾しよう
 翕きゆう
協きよう
して六
りく
変へん
 成な
り、
八佾倘
③
佯八風生
　
八はち
佾いつ
 倘しよう
佯よう
として八
はつ
風ぷう
 生しよう
ず。
樂九韶
④
兮人神感
　
九きゆう
韶しよう
を楽
たの
しみて人
じん
神しん
 感かん
じ、
美七德兮天地清
　
七しち
徳とく
を美
よみ
して天
てん
地ち
 清きよ
し。
【校記】①標題─ 『楽』作「舒和」 、 『楽』目録作「舒和
 送文舞迎武舞
」 、 『郊』ア
作「送文舞出迎武入奏舒和太簇商」 、 『郊』イ作「送文舞出迎武舞入奏舒和太簇商」
②鍾─ 『旧』 『楽』 『郊』作「鐘③倘佯─ 『郊』作「徜徉」④韶─ 『楽』作「歆」【註釈】○六鍾─六
りく
呂りよ
（六同） 。古楽の十二律（調）のうち陰律に属する六調。
ここでは広く音楽、具体的には祭祀で奉奏されるそれを指す。 漢書』巻二五下・郊祀志下に「周官天
之祀、樂有別有合。其合樂曰、以六
律六鐘
44
五聲八音六舞大合樂、祀天神、祭
祇、祀四望、祭山川、享先
妣先祖（ 『周 （礼） 』 （春） 官 （大司楽） の天
の祀、楽に別有り合有り。其
の合楽は、六律
･
六鐘
･
五声
･
八音
･
六舞を以て大いに楽を合わせ、
天神を祀
まつ
り、
祇を祭り、四望を祀り、山川を祀り、先妣・先祖を享
するを曰
い
うな ） 」 、その顔師古註に「六律、合陽聲者。六鐘、以六律
六鐘之均也（六律 陽声に合う者なり。六鐘は、六律
･
六鐘の均を
以てするなり） 」 。宋・明帝「泰始歌舞曲辞・天符頌」
（ 『楽』巻五六）
に「六
4
鍾
4
集表、四緯駢光（六鍾
 集いて表れ、四緯
 駢なら
びて光
かがや
く） 」 。なお（四）
と同じくこの一首も、 張説作「享太廟楽章 舒和
 送文舞出迎武舞入
」（ 『楽』
７
『楽府詩集』は作者名を欠く。いま『大唐郊祀録』巻六の註記「内出」により補う。
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と歌辞を同じくする。
○
翕協
─ 「
翕
」は、集まり和合する。前註に引く『漢書』 （ 『周礼』 春官
伯宗・大司楽を踏まえる）に見える、祭祀に用いられる「合楽」 （合奏）を承けて、 その音楽が調和することをいう。 『毛詩』 小雅 常棣 に 「兄弟
既
翕
4
、和樂且湛（兄弟
 既に
翕あ
い、和楽して
且か
つ
湛たの
しむ） 」 、その毛
伝に「翕、合也」 、孔疏に「於時兄弟
既
會聚矣……九族和好、忻樂而
且湛、又以盡歡也（時に兄弟
 既に会聚し……九族
 和好し、忻楽して
且つ湛しみ、 又た以て歓を尽くすなり） 」 。 「協」も、 （音楽が）調和する。梁・無名氏「郊祀楽章・慶順楽
 皇帝行
」
（ 『楽』巻七）
に「六變
44
克協
4
、萬
靈協隨（六変
 克よ
く
協かな
い、万霊
 協とも
に随う） 」 。唐・無名氏「享懿徳太子
廟楽歌・送文舞迎武舞」
（ 『楽』巻一二）
に「八音
協
4
奏陳金石、六佾分行
整禮容（八音
 協い奏して金石を陳
つら
ね、六佾
 行を分けて礼容を整う） 」 。
○
六變成
─ 「
六變
」は、楽章が六度繰りかえし変奏されること。前註
「六鍾」に引く『漢書』郊祀志が基づく『周礼』春官伯宗・大司楽に「凡六樂者……六變
44
而致象物及天神……若樂六變
44
則天神皆降、可得而禮矣
（
凡およ
そ六楽なる者は……六変して象物及び天神を
致いた
す……
若も
し楽の六
変すれば則
すなわ
ち天神
 皆な降
くだ
り、 得て礼すべし） 」 、 その鄭註に 「變、 猶更也。
樂成則更奏也。此謂大蜡索鬼神而致百物、六奏樂而禮畢（変は猶
な
お更
のごときなり。楽
 成れば則ち
更あらた
め奏するなり。此れ大
蜡
して鬼神を
索もと
めて百物を致し、 六たび楽を奏して礼
 畢おわ
るを謂
い
う） 」 。後漢・張衡 「東
京賦」
（ 『文選』巻三）
に「雷鼓
、六變
44
既畢。冠華秉翟、 列舞八佾
44
（雷
鼓
 
として、 六変
 既に畢る。華を冠し翟を秉
と
りて、 八佾を列舞す） 」 。
また、前註「翕協」に引く梁・無名氏「郊祀楽章・慶順楽」も参照。なお『礼記』楽記の孔子と賓牟賈との問答に見えるように、古来武舞
は「六成」され、 封禅の儀における武舞も六度舞われた。 『大唐開元礼』巻六三・吉礼・皇帝封祀於泰山・進熟に「
武舞六成
4444
、樂止（武舞
 六
成し、樂
 止や
む） 」 。 「
成
」は、完成の意とともに、楽曲ひと組の意味を
もつ。前掲「東京賦」の薛琮註に「凡樂六變
44
爲一成
4
（凡そ楽は六変し
て一成を為す） 」 。唐 魏徴
等
「五郊楽章・青帝・雍和
 迎俎
」
（ 『楽』巻六）
に「六變
44
有成
4
、三登無體（六変
 成ること有り、三登
 体無し） 」 。
○八佾─八人が八列をなし六四人で舞う 天子主宰の祭祀のための舞楽。 『礼記』祭統に「
八佾
44
、以舞大夏。此天子之樂也（八佾、以て大
夏を舞う。此れ天子の楽なり 、その鄭註に「佾、猶列也。大夏、禹樂文舞也……文武之舞皆八列（佾は猶
な
お列のごときなり。大夏は、禹
楽の文舞なり の
 皆な八列なり） 」 。晋・成公綏「四廂楽歌・
正旦大会行礼歌」其一〇
（ 『楽』巻一三）
に「縱八佾
44
、 巴渝舞（八佾を縦
はな
つ、
巴渝の舞） 」 。張説「享太廟楽章・文舞
 皇帝酌醴斉
」
（ 『楽』巻一一・開元七
年作）
に「五行氣順、八佾風宣
4444
（五行
 気
 順したが
い、八佾
 風
 宣あまね
し） 」 。また
前註「六變成」に引く後漢・張衡「東京賦」も参照。○倘佯─舞の飛びはねるさま。畳韻語。晋・左思 「呉都賦
（ 『文選』 巻五）
に「徘徊
倘
4
佯
4
、寓目幽蔚（徘徊
 倘
佯して、目を幽蔚に
寓よ
す） 」 、その
劉逵註に「徜佯、猶翺翔（徜佯は猶
な
お翺翔たるがごとし） 」 。また、音
が類似する畳韻語「常羊」としては、 前漢・司馬相如
等
「郊祀歌一九章・
天門」
（ 『漢書』巻二二・礼楽志二）
に「幡比翅回集、貳雙飛常羊
44
（幡
ひるがえ
りて
翅はね
を比
なら
べて回
めぐ
り集い、貳
ふたた
び双
なら
び飛びて常羊す） 」 、その文穎註に「舞者
骨騰肉飛、如鳥之回翅而雙集也（舞う者
 骨
 騰あ
がり肉
 飛び、鳥の翅を
回らして双び集うが如きなり） 」 。○
八風生
─八佾の舞によって調和のとれた八方の風がたつ。 『春秋左
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氏伝』隠公五年に、天子の用いる「八佾」の意義効用を説いて「天子用八……夫舞所以節八音而行八風
44
（天子は八を用う……夫
そ
れ舞は八音
を節し 風を行
や
る所
ゆえん
以なり） 」 、その杜預註に「八風、八方之風也。以
八音之器、播八方之風（八風は八方 風なり。 音の器を以て八方の風を播
し
くなり） 」 、孔疏に「八方風氣寒暑不同。樂能調陰陽和節氣、八
方風氣由舞而行。故舞所以行八風也 （ 気は寒暑に同じからず。楽
 能よ
く陰陽を調え節気を和せば、八方の風気
 舞に
由よ
りて
行ゆ
く。故に
舞は八風を行る所以なり） 」 。前漢・無名氏「郊祀歌一九章・景星」
（ 『楽』
巻一）
に「空桑琴瑟結信成、四興遞代
八風生
444
（空桑の琴瑟
 結信
 成り、
四興
 逓たが
いに代わりて八風
 生ず） 」 。北周・庾信「祀五帝歌・黄帝雲門
舞
 皇帝初献
」
（ 『楽』巻四）
に「夕牢芬六鼎、安歌韻
八風
44
（夕牢
 六鼎に
芬たり、安歌
 八風に韻す） 」 。また前註「八佾」に引く張説「享太廟
楽章・文舞」も参照。○
九韶
─帝舜の音楽、またそれにのせた舞。 『楚辞』離騒に「奏九歌
而舞韶
4
兮、聊假日以
樂
4
（九歌を奏して韶を舞うも、聊
いささ
か日を仮
か
りて
以て
たの
しみ樂しまんのみ） 」 、その王逸註に「
韶
4
、
九韶
44
。舜樂也（韶
は九韶。舜の楽なり） 」 。宋・王韶之「四廂楽歌・肆夏楽歌」
（ 『楽』巻
一四）
に「饗以八珍、
樂
4
以
九韶
44
（
饗もてな
すに八珍を以てし、楽しますに九
韶を以てす） 」 。張説「享太廟楽章・永和
 迎神
」其二
（ 『楽』巻一〇・開
元七年作）
に「九韶
44
遍、百福
44
傳（九韶
 遍あまね
く、百福
 伝う） 」 。ただしより
直接的には、ここでは文舞曲「九功」 （この語の原義については（一－ 三）註釈「九歌」を参照）を指すであろう。 『旧唐書』巻二九・音
楽志二に「破陣上元慶善三舞、皆易其衣冠、合之鐘磬、以享郊廟。以破陣爲武舞、謂之 德
44
。慶善爲文舞、謂之九功
44
（破陣
･
上元
･
慶善の
三舞は、皆な其の衣冠を
易か
え、之を鐘磬に合わせ、以て郊廟に
享すす
む。
破陣を以て武舞と為し、之を七德と謂
い
う。慶善を文舞と為し、之を九
功と謂う） 」 。これが次句の武舞曲「七徳」とあわせ用いられる例としては、 （一
－ 三）註釈「福穰穰」に引く唐・魏徴
等
「五郊楽章・黒帝・
敍和」を参照。○
人神感
─ 『尚書』舜典に「八音克諧、無相奪倫、
神人
44
以
和
4
（八音
 克よ
く
諧かな
い、倫を相い奪うこと無ければ、神人
 以て和す） 」 、その孔疏に
「樂之所
感
4
如此、是
人神
44
既
已
和
4
矣（楽の感ぜしむる所
 此か
くの如し、是
れ人神
 既に已に和せり） 」 。梁
･
蕭子雲「三朝雅楽歌・需雅」其五
（ 『楽』
巻一四）
に「澗溪沼沚貴先民、明信之德
感人神
444
（澗
･
溪
･
沼
･
沚
 先民
を貴び、明信の徳
 人神を感ぜしむ） 」 。北周・庾信「五声調曲・商調曲」
其四
（ 『楽』巻一五）
に「禮樂旣正、
人神
44
所以
和
4
（礼楽
 既に正しく、人
神
 和する所
ゆえん
以なり） 」 。
○七德─武舞曲。唐太宗 貞観年間に「秦王破陣楽」と呼ばれていた武舞曲が「七徳」と改称された。前註「九韶」に引く『旧唐書』音楽志を参照。この語の原義は 武威のもつ七種の功徳。 （八）註釈「戢兵」に引く 『春秋左氏伝』 宣公十二年の後文に 「武有七德
44
（武に七徳有り） 」 。
晋・張華「凱歌・命将出征歌」
（ 『楽』巻一九）
に「武功尚止戈、
七德美
444
安民（武功
 戈を
止や
むるを
尚たつと
び、七徳
 民を
安やす
んずるを
美よみ
す） 」 。唐・無
名氏「享太廟楽章・寧和
 武舞
」（ 『楽』巻一〇・神龍元年作）
に「七德
44
已綏邊、
九夷咸底定（七徳
 已に辺を綏
やす
んじ、九夷
 咸み
な定を底
いた
す） 」 。
○天地清─ 清」は、太平。 『孟子』万章下に「伯夷……當紂之時、居北海之濱、以待天下之清
4444
也（伯夷は……紂の時に当たり、北海の浜に
居り、以て天下の清
きよ
まるを待つなり） 」 。北周・庾信「五声調曲・羽調
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曲」其三
（ 『楽』巻一五）
に「
既
永
清於四海
4444
、終有慶於一人（既に永く
四海を清め、終
つい
に一人に慶有り） 」 。唐・無名氏「武后享清廟楽歌・第
七迎舞舞」
（ 『楽』巻一〇）
に「開基撥亂妖氛廓、佐命宣
威海内清
4444
（基を
開き乱を撥
おさ
めて妖氛
 廓のぞ
かれ、命を佐
たす
け威を宣
の
べて海内
 清し） 」 。
【訳】とけあう調べを六たび奏
かな
で、
翔か
ける群舞に八風がたつ。
神
･
人よろこぶ九韶の舞
まい
、
七徳の舞に天地もたいらぐ。（八）終
①
獻亞獻用凱安
 
列②
祖順三靈
　
列れつ
祖そ
　三さん
霊れい
に順
したが
い、
文宗威四海
　
文ぶん
宗そう
　四し
海かい
を威
おど
す。
黃鉞誅羣盜
　
黄こう
鉞えつ
　群ぐん
盗とう
を誅
ちゆう
し、
朱旗掃多罪
　
朱しゆ
旗き
　多た
罪ざい
を掃
はら
う。
戢兵天下安
　
兵へい
を戢
おさ
めて天
てん
下か
　安やす
まり、
約法人心改
　
法ほう
を約
つづ
めて人
じん
心しん
　改あらた
む。
大哉干羽意
　
大おお
いなるかな
　干かん
羽う
の意
い
、
長見風雲在
　
長とこし
えに見
み
ん風
ふう
雲うん
の在
あ
るを。
【校記】『文』は、この一首を缺く。①標題─ 『楽』作「凱安」 、 『楽』目録作「凱安
 武舞
」 、 『郊』ア作「亞
獻終獻奏凱安」 、 『郊』イ作「亞獻終獻奏凱安林鍾徴」
②列─ 『楽』作「烈」【註釈】○列祖─ 「烈祖」に同じ
（８）
。かがやける功績をあげた始祖。 『毛詩』商頌
「
烈祖
44
」に「嗟嗟
烈祖
44
（
嗟あ
嗟あ
 烈祖） 」 、その鄭箋に「嗟嗟乎、我功烈之
祖成湯（嗟嗟、我が功烈の祖
 成湯） 」 。ここでは、その殷湯にも比せ
られるべき唐高祖。唐・玄宗「允行封禅詔
（ 『冊府元亀』巻三六・開元
一二年作）
に「莫不以神祗合契、億兆同心。斯皆
烈祖
44
聖考、垂裕餘慶
（以て神祗
 合契し、億兆
 心を同じくせざるは
莫な
し。
斯こ
れ皆な烈祖聖
考の、垂裕餘慶なり） 」 。唐・無名氏 禅社首楽章・太和
 還宮
」
（ 『楽』
巻七・開元一三年封禅時作）
に「
列祖
44
應命、四宗順則（列祖
 命に応じ、
四宗
 則のり
に順う） 」 。
○
三靈
─天
･
地
･
人。梁・陸
「石闕銘」
（ 『文選』巻五六）
に「於是仰
叶三靈
44
、俯從億兆、受昭華之玉、納龍敍之圖（是
ここ
に於
お
いて仰ぎては三
霊に
かな
い、
俯ふ
しては億兆に従いて、 昭華の玉を受け、 龍叙の図を納
い
る） 」 、
その劉良註に「叶、 合也。三靈、 天地人也」 。本句もこの用例と 趣意、すなわち天
･
地
･
人の推戴にしたがって帝位に就いたことをいう。宋・
王韶之「四廂楽歌・食挙歌」其四
（ 『楽』巻一四）
に「含
（９）
氣咸和、 蒼生欣戴。
三靈
44
協瑞、惟新皇代（気を含みて
咸み
な和し、蒼生
 欣よろこ
び
戴いただ
く。三霊
 瑞
に協
かな
い、惟
ここ
に皇代を新
あらた
む） 」 。
○文宗─文を称される祖先。用例に乏しい語であるが、ここでは、８
たとえば『毛詩』大雅
｢ 民労
｣
および『春秋左氏伝』昭公二十年の孔穎
達疏は、 『毛詩』商頌
｢ 烈祖
｣
を引いて
｢ 列祖
｣
に作る。
９
『南斉書』巻一一・楽志三に載せる同歌辞により「合」を校訂する。
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祖を嗣ぎ貞観の治を実現した太宗（玄宗以前の唐朝歴代皇帝のなかで唯一諡号に「文」を称する）を指すであろう。なお「列
祖
4
」 「文
宗
4
」
の対は、以下を意識する。 『礼記』祭法に「有虞氏禘黃帝而郊
嚳、
祖
4
顓頊而
宗
4
堯（有虞氏
　黄帝を
禘まつ
りて
嚳
を
郊まつ
り、顓頊を祖として堯を宗
とす） 」 、その鄭註に「禘郊祖宗、謂祭祀以配食也（禘
･
郊
･
祖
･
宗は、
祭祀して以て配食する 謂
い
うなり） 」 、孔疏に「祖、始也。言爲道德之
初始、故云祖也。宗、尊也。以有德可尊、故云宗（祖は始なり 道徳の初始たるを言う、故に祖と云うなり。宗は尊なり。徳有りて尊ぶべきを以て、故に宗と云う） 」 。○
威
─武威によって従わせること。 『周易』繫辞下に「弦木爲弧、剡
木爲矢。弧矢之利、以威
4
天下（木に弦
つる
して弧
ゆみ
を為
つく
り、木を剡
けず
りて矢
や
を
為る。弧 の
利するど
きは、以て天下を
威おど
す） 」 。また（七）註釈「天地清」
に引く唐・無名氏「武后享清廟楽歌・第七迎舞舞」 参照○
四海
─天下内外。 『尚書』大禹謨に「
文
4
命敷於
四海
44
、祗承于帝（文
命
 四海に敷き、
祗つつし
みて帝を承
う
く） 」 、 その偽孔伝に「言其外布文德教命、
内則敬承堯舜（其の外に文徳の教命を
布し
き、内なれば則ち
敬つつし
みて堯
･
舜を承
う
くるを言う） 」 。晋・傅玄 「郊祀歌・饗神歌」 其三
（ 『楽』 巻一）
に 「宣
文
4
惟后、克配彼天。撫寧四海
44
、保有康年（文を宣
の
ぶるは惟
こ
れ后
きみ
にして、
克よ
く彼の天に配す。撫して四海を寧
やす
んじ、保ちて康年有り） 」 。宋・謝
荘「世祖廟歌・孝武皇帝歌」
（ 『楽』巻八）
に「刷定四海
44
、肇構神京（四
海を刷定し、肇
はじ
めて神京を構う） 」 。
○
黃鉞
─黄金で装飾した鉞（まさかり・大斧） 。誅伐にもちい王の武
威を誇示する。 『尚書』牧誓に「王左杖
黃鉞
44
、右秉白旄以麾（王
 左に
黄鉞を杖
つえ
つき、右に白旄を秉
と
り以て麾
さしまね
く） 」 、その偽孔伝に「鉞以黃金
飾斧。左手杖鉞示無事於誅
4
（鉞は黄金を以て斧を飾る。左手に鉞を杖
つくは事の誅することに無きを示すなり） 」 。後漢・班固「典引」
（ 『文選』
巻四八）
に「乘其命賜彤弧
黃鉞
44
之
威
4
、用討韋顧黎崇之不恪（其の彤弧
･
黃鉞を命賜するの威に
乗よ
りて、
用もつ
て韋
･
顧
･
黎
･
崇の
恪つつし
まざるを討
つ） 」 、その李善註に「言因其命賜以彤弓
･
黃鉞、乃始征伐也（言うこ
ころは、其の命賜するに彤弓
･
黃鉞を以てするに因
よ
りて、乃
すなわ
ち始めて
征伐するなり） 」 。○羣盜─群れ す盗賊ども。ここでは唐創業期の敵対勢力を指し、次句とあわせてその平定をいう 『史記』巻六・秦始皇本紀に、秦末の叛乱軍を指して「關東
羣盜
44
並起（関東
 群盗
 並びて
起た
つ） 」 。北周・庾
信「五声調曲・徴調曲」其六
（ 『楽』巻一五）
に「咎繇爲謀不仁遠、士
會爲政羣盜
44
奔（咎繇
 
謀はかりごと
を為
な
して不仁
 遠とお
ざき、士会
 
政まつりごと
を為して群
盗
 奔はし
る） 」 。
○
朱旗
─赤い軍旗。後漢・張衡「東京賦」
（ 『文選』巻三）
に漢王朝創業
の過程を述べて、 「高祖膺籙受圖、順天行誅、杖
朱旗
44
而建大號……
掃
4
項軍於垓下、紲子嬰於軹塗（高祖
 籙に
膺あた
りて図を受け、天に
順したが
いて
誅を行い、朱旗を
杖つえ
つきて大号を建つ……項軍を垓下に
掃はら
い、子嬰
を軹塗に
紲つな
ぐ） 」 、その呂延済註に「順天意以誅秦、漢以火德旗幟皆
赤（天意に順いて以て秦を誅し 漢
 火徳を以てすれば旗幟
 皆な赤な
り） 」 。晋・曹毗
「江左宗廟歌・歌粛宗明皇帝」
（ 『楽』巻八）
に「姦逆縱忒、
罔式皇度。躬振
朱旗
44
、遂豁天步（姦逆
 忒
を
縦
ほしいまま
にし、
式もつ
て皇度
罔な
し。
躬みずか
ら朱旗を振るい、遂に天歩を豁
の
ぶ） 」 。
○
掃
─とり除く。前註「朱旗」に引く後漢・張衡「東京賦」を参照。
その「
掃
4
項軍於垓下」の李善註に「掃、除也」 。唐・無名氏「享節愍
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太子廟楽章・武舞作」
（ 『楽』巻一二）
に「武德諒雄雄、由來
掃
4
寇戎（武
徳
 諒まこと
に雄雄たり、由来
 寇戎を掃
はら
う） 」 。
○多罪─重罪。またその人。ここでは上句の「羣盜」と同じく、平らげられた創業時の敵。 『尚書』湯誓に、殷周革命の根拠を述べて「有夏
多罪
44
、天命
殛
之（有夏
 多罪にして、天命
 之を
殛ころ
さしむ） 」 、その偽
孔伝に「桀有昏德、天命誅之。今順天（桀
 昏徳有りて、天命
 之を誅
せしむ。今
 天に順
したが
う） 」 。梁・沈約「宗廟登歌」其七
（ 『楽』巻九）
に「有
夏
多罪
44
、殷人塗炭……自天命我、殲凶殄難（有夏
 多罪にして、殷人
 
塗炭なり……天より我に命じて、凶を殲
ほろぼ
し難を殄
つ
くせしむ） 」 。
○戢兵─兵器をしまう。戦争を終わらせること。次句とあわせて天下平定の後をいう。 『春秋左氏伝』宣公十二年に、武威 「七徳」を挙げて「夫武、禁暴・戢
4
兵
4
・保大・定功・安民・和衆・豐財者也（夫
そ
れ
武は、暴を禁じ・兵を戢
おさ
め・大を保ち・ を定め 民を安
やす
んじ・衆を
和やわ
らげ・財を豊かにする者なり） 」 、その孔疏に「戢干戈、櫜弓矢、禁
暴
･
戢
兵也……故萬國安也（干戈を
戢
め、弓矢を
櫜
ふくろいれ
るは、禁暴
･
戢
兵なり……故に万国
 安まるなり） 」 。呉・韋昭「鼓吹曲・克皖城」
（ 『楽』
一八）
に「除穢去暴、戢
4
兵革
44
（穢を除き暴を去りて、兵革を戢む） 」 。
○約法─法令を簡素にする。 徳治の象徴。 漢書』 巻二三・刑法志三に 「漢興、高祖初入關、
約法
44
三章、曰、殺人者死、傷人及盜抵罪。蠲削煩苛、
兆民大説（漢
 興おこ
りて、高祖
 初めて関に入るに、法を三章に
約つづ
めて曰
く、殺人は死、傷人
 及び盗は罪に
抵あた
る、と。煩苛を
蠲
削し、兆民
 大
いに説
よろこ
ぶ） 」 。 『旧唐書』巻一・高祖本紀・武徳五年に「詔頒五十三條格、
以約法
44
緩刑（詔して五十三條格を頒
わ
け、以て法を約め刑を緩
ゆる
くす） 」 。
○干羽─干 （盾） と羽とを手にして舞う文武の舞。本句は、文武の舞に
象徴される皇祖の文徳
･
武運を嘉する。 『尚書』大禹謨に「帝乃誕敷
文德、舞
干羽
44
於兩階（帝
 乃すなわ
ち
誕おお
いに文徳を敷き、干羽を両階に舞わ
しむ） 」 、その偽孔伝に「干、楯。羽、翳也。皆舞者所執（干は楯。羽は翳なり。皆な舞う者の執る所なり） 」 。また（一
－ 三）語釈「萬舞」
を参照。宋・王韶之「四廂楽歌・食挙歌」其九
（ 『楽』巻一四）
に「金
石陳、
干羽
44
施（金石
 陳の
べ、干羽
 施す） 」 。唐・無名氏「享章懐太子廟
楽章・送文舞迎武舞」
（ 『楽』巻一二・神龍初年作）
に「
羽籥
44
崇文禮以畢、
干●
44
奮武事將行（羽籥
　文を
崇たつと
んで礼
　以て
畢おわ
り、干
 武を奮いて事
 
将まさ
に行われんとす） 」 。また（一
－ 三）註釈「福穰穰」の引く、唐・魏
徴
等
「五郊楽章・黒帝・叙和」を参照。
○
風雲
─優れた人物と時機・気運がめぐりあうたとえ。本句は高祖・
太宗の業績を称え、 その永続を願う。 『周易』乾・九五の文言伝に「九五曰、飛龍在天、利見大人、何謂也。子曰、同聲相應、同氣相求……雲
4
從龍、
風
4
從虎。聖人作而萬物睹……（九五に曰わく『飛龍
 天に在り、
大人を見るに
利よろ
し』とは、何の
謂い
いぞや。子
 曰いわ
く『同声
 相あ
い応じ、
同気
 相い求む……雲は龍に従い、風は虎に従う。聖人
 作おこ
りて万物
 睹み
る……』と） 」 。晋・傅玄「鼓吹曲・宣受命」
（ 『楽』巻一九）
に「宣受命、
應天機。
風雲
44
時動神龍飛（受命を
宣の
べ、天機に応ず。風雲
 時に動き
て神龍
 飛ぶ） 」 。北周・庾信「宗廟歌・皇夏
 献皇祖太祖文皇帝
」
（ 『楽』巻九）
に「
風雲
44
猶聽命、龍躍遂乘機（風雲
 猶な
お命を聴き、龍
 躍おど
りて
遂つい
に機
に乗る） 」 。また、漢・高祖「大風歌」
（ 『文選』巻二八）
に「
大風
44
起兮
雲
4
飛揚、威加海内兮歸故郷（ 風
 起こりて雲
 飛揚す、威
 海内に加わり
て故郷に帰る） 」 。
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【訳】かがやける高祖は天
･
地
･
人に推され、
文徳ある太宗は四海に威勢をふるう。金のまさかりで盗賊を成敗し、赤き御
み
旗はた
のもと罪人を一掃した。
武器を収めて天下はたいらぎ、法は省かれ人心なびく。ああ大いなる干羽 舞、風立ち雲飛ぶ文武の運よとこしえに。（九）
 送①
神用豫和
 夾鍾宮調
禮樂終
　煙②
燎上
　
礼れい
楽がく
　終お
わりて、煙
えん
燎りよう
　上のぼ
る。
懷靈惠
　結皇想
　
霊れい
恵けい
を懐
おも
い、皇
こう
想そう
を結
むす
ぶ。
歸靈
③
疾④
　迴風爽
　
帰き
風ふう
　疾はや
く、迴
かい
風ふう
　爽そう
たり。
百福
⑤
來
　衆神往
　
百ひやく
福ふく
　来き
たりて 衆
しゆう
神しん
　往ゆ
けり。
【校記】①標題─ 『楽』作「豫和」 、 『楽』目録作「豫和
 送神
」 、 『郊』ア作「送
神奏元和夾鍾羽」 、 『郊』イ作「送神登歌奏元和夾鍾羽」
②煙─ 『楽』 『文』作「禋」③靈─底本 旧 楽 『文』作「風」④疾─ 『文』作「莊」⑤福─ 『楽』作「神」
【註釈】〇禮樂終─ 「禮樂」は、 （二）註釈「禮樂具舉」を参照。前漢・無名氏「郊祀歌一九章・赤蛟」
（ 『楽』巻一）
に「禮樂成
444
、靈
4
將歸
4
（礼楽
 成りて、
霊
 将まさ
に帰らんとす） 」 。
〇
煙燎
─ 「
燎
」は、燔燎。柴（細木を束ねたもの）の上に供物をのせ
て焼き、その煙気を天に至らせる祭礼。 『礼記』月令に「乃命四監收秩薪柴、以共郊廟及百祀之薪
燎
4
（
乃すなわ
ち四監に命じて秩なる薪柴を収
め、以て郊廟及び百祀の薪燎 共せしむ） 」 。また（一
－ 一）註釈「泰
壇」に引く『礼記』祭法を参照。梁・沈約「南郊恩詔」
（ 『文苑英華』巻
四二四）
に「升
煙燎
44
於穹昊、致精誠於太一（煙燎を穹昊に
升のぼ
し、精誠
を太一に致す） 」 。なお、唐代封禅の儀における燔燎の次第については『大唐開元礼』巻六三・吉礼・皇帝封祀於泰山・燔燎に記述される。張説「大唐封禅 頌
｣
（ 『文苑英華』巻七七三）
に、封禅の儀のこの場面
を述べて 帝賜神策、乃檢玉牒於中頂。揚柴燎於高
444444
、庶衷誠之上達
（帝
 神策を賜い、
乃すなわ
ち玉牒を中頂に検す。柴燎を高天に揚げ、衷誠の
上達せんことを庶
こいねが
う） 」 。
○懷靈惠─ 「懷」は、 思い求める。 『毛詩』大雅「大明」に「維此文王、小心翼翼。昭事上帝、聿懷多福
444
。厥德不回、以受方國（維
こ
れ此の文王、
小心
 翼翼たり。
昭あき
らかに上帝に
事つか
え、
聿ここ
に多福を
懐おも
う。
厥そ
の徳
 回たが
わ
ず、以て方国を受く） 」 、その毛伝に「懐 思也」 、孔疏に「思得多福（多福を得るを思う） 」 。唐・褚亮「祈穀楽章・肅和
 登歌奠玉帛
」
（ 『楽』
巻五・貞観年間作）
に「式事嚴禋、聿
懷嘉慶
444
（
式もつ
て厳禋に事え、聿に嘉
慶を懐う） 」 。 「
靈惠
」は、神霊による恵沢。熟語としては先だつ用例
を見ない語であるが、同様の表現をする郊廟歌辞には、晋・張華「食
注釈　ずれ注意
－ 39 －
加藤：張説 ｢開元十三年封泰山祀天楽章｣ 訳註稿（下）
挙東西廂楽詩」其一〇
（ 『楽』巻一三）
に「仰嘉惠
444
、 懷德馨（嘉恵を仰ぎ、
徳馨を懐
おも
う） 」 。また隋・無名氏「圓丘歌・昭夏
 送神
」
（ 『楽』巻四）
に「辭
下土、升上玄……澹群心、留餘惠
44
（下土に辞し、上玄に升る……群心
を澹
うご
かし、餘恵を留む） 」 。
○
結皇想
─ 「
皇想
」も先行する用例を見いだせない語であるが、後掲
する郊廟歌辞の類例に見える「皇思」 「皇情
）（1
（
」と同様、 皇帝のみこころ。
また「結」は、思いが心 つよく結ぼれる。ここでは祭祀主宰者たる皇帝が天帝や祖霊を 慕すること。 『礼記』祭義に「及祭之後……耳目不違心、思慮不違親。結諸心
444
、形諸色、而術省之。孝子之志也（祭
の後に及び……耳目
 心を
違さ
らず、思慮
 親を違らず。
諸これ
を心に結び、
諸を色に形
あらわ
して、之を術省す。孝子の志なり） 」 、その孔疏に「結諸心
者、言思念深結積於心（ 「諸を心に ぶ」とは、思念
 深く心に結積す
るを言うなり） 」 。 『楚辞』九章「抽思」に「
結微情
444
以陳詞兮（微情を
結びて以て詞 陳ぶ） 」 、 その王逸註に 「結續妙思 （妙思を結続す） 」 。宋・謝荘「明堂歌
･
送神歌」
（ 『楽』巻二）
に「顧靈心、
結皇思
444
（霊心を顧
み、 皇思を結ぶ） 」 。梁・沈約「南郊登歌」其一
（ 『楽』巻三）
に「僾如在、
結皇情
444
（僾として在
いま
すが如く、皇情を結ぶ） 」 。張説「享太廟楽歌・永
和
 送神
」
（ 『楽』巻一〇・開元七年作）
に「懷靈駕、
結空想
444
（霊駕を
懐おも
い、
空想を結ぶ） 」 。○歸靈疾─ 「靈」は、 「風」字では次句と重複することから『郊』により校訂する。 「
歸靈
」は、天上に帰る神霊。ただし熟語としては先行
用例を見出しがたい語。前註「禮樂終」に引く、前漢・無名氏「郊祀歌一九章・赤蛟」を参照。 「疾」は、はやい。○迴風爽─ 「迴風 は、 神霊が乗って帰るつむじ風。 「回風」 に同じ。 『爾雅』 釈天に 「迴風
44
爲飄 （迴風を飄と為す） 」 。 『楚辞』 九歌 「少司命」 に 「乘
回風
44
兮載雲旗 （回風に乗りて雲旗を載
た
つ） 」 、 その王逸註に 「言司命之去、
乘風載雲、其形貌不可得見（言うこころは司命の去るに、風 乗り雲を載て、 其の形貌
 見るを得べからず） 」 。張説「享太廟楽章・永和
 送神
」
（ 『楽』巻一〇・開元七年作）
に「休氣散、
迴風
44
上（休気
 散じ、 迴風
 上る） 」 。
「爽」は、すがすがしくさわやか。○百福來
─ 「百福」は、 多くの福祐。 『毛詩』魯頌「閟宮」に「是生后稷、
降
4
之百福
44
（是
ここ
に后稷を生み、之に百福を降
くだ
す） 」 、その鄭箋に「天神多
與之福（天神
 多く之に福 与う） 」 。晋・傅玄「天地郊明堂歌・夕牲歌」
（ 『楽』巻一）
に「祗事上皇、
百福
44
是
臻
4
（
祗つつし
みて上皇に
事つか
うれば、百福
 
是ここ
に臻
いた
る） 」 。梁・沈約「明堂登歌・歌青帝」
（ 『楽』巻三）
に「靈威以降、
百福來
444
綏 （霊威
 以て降り、 百福
 来たりて綏
やす
んず） 」 。また （七） 註釈 「九
韶」に引く、張説「享太廟楽章・永和」其二を参照。○衆神往
─ 「衆神」は、もろもろの神霊。 『楚辞』遠遊に「選署衆神
44
以
並轂（ を選署して以て轂を並べしむ） 」 、その王逸註に「召使羣靈皆侍從也 召して群霊をして皆な侍従せ るなり） 」 。晋・傅玄「天地郊明堂歌・地郊饗神歌」
（ 『楽』巻一）
に「衆神
44
感、 群靈儀（衆神
 感じ、
群霊
 儀いた
る） 」 。張説
｢ 大唐封禅壇頌
｣
（ 『文苑英華』巻七七三）
に
｢ 命衆官
於下位、以享衆神
44
（衆官を下位に命じ、以て衆神を享せしむ）
｣ 。 「往」
は、ゆく。ここでは 霊が天上 帰る。唐・源乾曜「禅社首楽章・霊具酔
 送神
」
（ 『楽』巻七・開元一三年封禅時作）
に「靈
4
將往
4
、眇
（霊
 将まさ
010 たとえば、宋・顔延之
｢ 応詔讌曲水作詩
｣
其六（ 『文選』巻二〇）
｢ 皇情
爰眷
｣
の劉良註に
｢ 皇情、謂天子之情也（皇情は天子の情を謂うなり）
｣ 。
－ 40 －
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に往
ゆ
かんとするに、眇として
たり） 」 。
【訳】祭礼楽舞はここに成り、柴を焚
や
いては煙をあげる。
御み
霊たま
のご恩を思いつつ、天子のみこころつながれる。
天上へ帰る御霊の速きこと、颯爽と高きに昇るつむじ風。あふれる福がもたらされ、あまたの神はゆ たまう。（附記一）
 本研究は、
JSP
S
科研費
25580079 （課題名「唐代郊廟歌辞の
研究」 ）および、平成二十六年度山形県立米沢女子短期大学戦略的研究推進費（課題名「盛唐期における祭祀歌謡の基礎的研究」 ）の助成を受けたものである。（附記二）
 上篇の修訂
（一
－ 五）本文第六句「貞」字を「
眞
」に改めたうえで、以下のよう
に訂正する。【校記】③眞─底本『旧』 『郊』作「貞」【註釈】○會眞─ 「眞」は、 まごころ、 誠意。底本の作る 貞」では失韻のため『楽』 『文』により校訂する。 『荘子』漁夫に「
眞
4
者、精誠之至也。不
精不誠、不能動人（真なる者は、精誠の至りなり。精ならず誠ならざれば、人を動かす能
あた
わず） 」 。
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